スライド1
テキスト（原文）
資料3
障害福祉現場における
生産性向上の基本的な考え方
～当事者視点に立ったケアの充実のために～

スライド2
テキスト（原文）
・はじめに
・なぜ生産性向上が必要なのか―Why
・生産性向上とは何か―What
・生産性向上をどのように進めるか―How

スライド3
テキスト（原文）
はじめに
■現場の実感
・記録や事務作業の増加
・人手不足
・利用者と向き合う時間が不足
■生産性という言葉への戸惑い
・効率優先になるのではないか
・支援が画一化するのではないか
・現場の負担が増えるのではないか
■政策的に生産性向上が重要テーマに
しかし、現場では、
・必要性が十分共有されていない
・言葉への抵抗感
・何から始めるか分かりにくい

だからこそ、障害福祉における生産性向上の考え方を共有することが必要

スライド4
テキスト（原文）
はじめに
障害福祉現場における生産性向上は、「支援を減らすこと」や「人を減らすこと」ではなく、「ケアを充実させるためのもの」です。
Why
なぜ生産性向上が必要なのか
What
生産性向上とは何か
How
生産性向上をどのように進めるか
図の説明：
「なぜ生産性向上が必要なのか（Why）」と書かれたボックス、「生産性向上とは何か（What）」と書かれたボックス、「生産性向上をどのように進めるか（How）」と書かれたボックスが左から右に横に並んでいる。それぞれ、両手の間にハードが浮かぶイラスト、４人の人が手を合わせているイラスト、フローを示す右向きの矢印が３つ並んでいるイラストが描かれている。

スライド5
テキスト（原文）
なぜ生産性向上が必要なのか―Why
■現状と課題
障害福祉では、利用者の特性やニーズが多様であり、各事業所は理念や価値観のもとで当事者視点に立ったケアの実現を目指しています。
しかし、人材不足や業務の複雑化などの課題により、理念の実現やケアの充実が難しくなっている現状があります。
図表の説明：
障害福祉の現場の課題が各法人・事業所の理念等の実現や「ケアの充実」の実現を妨げることについて表現した、左右を対比した図である。
左側は「ケアが行き届かない」とあり、建物の周囲に「人材が不足」「理念の妨げ」「不安定な経営」「業務の複雑化」などの課題が渦のように集まり、ケアが十分に届かない状態を表している。
右側は「ケアの充実」とあり、建物の周囲に「理念」といった要素が広がり、全体が明るく調和した状態で、ケアが充実している様子を表している。

スライド6
テキスト（原文）
なぜ生産性向上が必要なのか―Why
■生産性向上の目指すこと
生産性向上は、各事業所が目指す「あるべき姿」と現状を整理し、その間にある課題を明らかにして改善していく取組です。
職員がチームで課題に向き合い、小さな改善やテクノロジーの活用などを通じて、ケアの充実を実現していくことを目指します。
図表の説明：
左側、中央、右側に分かれた図である。
左側には「どのような状態か」とあり、「現状A」「現状B」「現状C」と書かれた3つの四角が重なって置かれている。これは、現在の状態や課題が整理されていない様子を表している。
中央には人のマークがあり、その右側には「課題A」「課題B」「課題C」と書かれた複数の四角いブロックが階段のように積み上がっている。人がその階段を上ろうとしている姿が描かれている。
右上には星形があり、「あるべき姿」と書かれている。点線の矢印が左側から右上の星へ伸びており、現在の状態を整理し、課題を一つずつ乗り越えながら、目指す姿に向かって進んでいくことを表している。

スライド7
テキスト（原文）
生産性向上とは何か―What
■障害福祉における生産性向上の定義
支援者一人一人の力を引き出す
チームでその力を利用者に届ける
新たな価値を生み出すこと
支援者一人ひとりの力を引き出し、チームで利用者に届け、新たな価値を生み出すこと
図表の説明：
障害福祉における生産性向上の考え方を視覚的に表現している。
左側は「支援者一人一人の力を引き出す」とあり、複数の人のイラストがそれぞれ上向きの矢印とともに描かれている。支援者それぞれの力や可能性を高めることを表している。
中央は「チームでその力を利用者に届ける」とあり、中央の円の中に利用者、その周囲に複数の支援者が配置されている。支援者一人一人の力をチームとしてつなぎ、利用者に届けることを表している。
右側は「新たな価値を生み出すこと」とあり、支援者間の連携によってケアが充実するイラストが描かれている。支援の積み重ねによって、新たな価値や可能性が生まれることを表している。

スライド8
テキスト（原文）
生産性向上とは何か―What
「当事者視点に立ったケアの充実のための生産性向上」の実現には、これら３つの要素をバランスよく実現していくことが重要です。
利用者
利用者のQOL（生活の質）
支援者
支援者の働きがい
組織
持続可能な事業運営
図表の説明：
円が3つあり、上の丸に「利用者」、左下の丸に「職員」右下の丸に「組織」がバランスよく配置されている。

スライド9
テキスト（原文）
生産性向上をどのように進めるか―How
■生産性向上を進めるうえで大切にする価値観
協調性（みんなですすめる）立場や仕事の違いにかかわらず、みんなで一緒に考え、協力して取り組むことを大切にします。
包摂性（みんなにやさしい）誰もが参加しやすく、意見を言いやすい雰囲気や仕組みをつくります。
共益性（みんながうれしい）利用者、支援者、組織等、すべての関係者にとって、よい変化になることを目指します。
図表の説明：
「3つの価値観」を示した図である。
左は「協調性（みんなですすめる）」で、立場や手順の違いを認め合いながら、安心して取り組めることを大切にすることを表している。複数の人が一緒に関わるイラストが描かれている。
中央も「包括性（みんなにやさしい）」で、意見や考えが異なっても、対話や説明を通じて納得しながら進めることを表している。複数の人が吹き出しとともに描かれている。
右は「共益性（みんながうれしい）」で、利用者、職員、組織等のすべての関係者にとって良い変化になることを表している。3名の人が線で繋がり、手を挙げて喜んでいる様子が描かれている。

スライド10
テキスト（原文）
生産性向上をどのように進めるか―How
■取組の５つのステップ
「当事者視点に立ったケアの充実のための生産性向上」の取組を進めるにあたり次の「５つのステップ」に沿って進めることとしています。
これは、一度きりで終わるものではなく、循環・繰り返しの中で、少しずつ前に進んでいくことを想定しています。
図表の説明：
「5つのステップ」を示した図である。各ステップに、1.共感をつくる、2.課題を「見える化」する3.解決策を考える4.試してみる5.振り返るといった様子の簡単なイラストが添えられている。

スライド11
テキスト（原文）
生産性向上をどのように進めるか―How
■ステップ１　共感をつくる
支援に込めた想いや価値観を言葉にし、支援者間で共通の「あるべき姿」を描くことで、共感をベースとした取組を進めるための土台をつくります。
図表の説明：
「ステップ１」の流れを3つのイラストで示した図である。
「言葉にしてみる」「あるべき姿を描く」「呼びかける」が横一列に並んでいる。人と吹き出しのイラスト、３人の人から矢印が星に伸びているイラスト、呼びかけている人のイラストが描かれている。

スライド12
テキスト（原文）
生産性向上をどのように進めるか―How
■ステップ２　課題を見える化する
あるべき姿と現状を比較し、ギャップから課題を明らかにします。
課題を整理することで、優先して取り組むポイントを見える化することができます。
図表の説明：
「ステップ2」の流れを3つのイラストで示した図である。
左から順に、「現状を把握する」「課題を見出す」「現状、あるべき姿を整える」が横一列に並んでいる。理想の姿とのギャップから課題を見出し、最後に現状・あるべき姿・課題の関係を整理する流れを表している。

スライド13
テキスト（原文）
生産性向上をどのように進めるか―How
■あるべき姿と課題を見える化する
ロジックツリーなどを使って構造的に整理することで、原因や関係性を見える化することができます。
図表の説明：
あるべき姿を、利用者・支援者・組織といった３つの視点に分けて整理し、それぞれについて現状と比較しながらギャップを確認する考え方を示したロジックツリーの図である。

スライド14
テキスト（原文）
生産性向上をどのように進めるか―How
■ステップ３　解決策を考える
現場で無理なく実行できる、解決策を考えていきます。
図表の説明：
「ステップ3」の流れを3つのイラストで示した図である。
「課題を絞り込む」「解決策を洗い出す」「解決策を選ぶ」が左から右に一列に並んでいる。
それぞれの段階で、付箋のような箱が縦に並んでおり、課題や解決策が整理されていく流れを表している。

スライド15
テキスト（原文）
生産性向上をどのように進めるか―How
■実行計画
実行計画を作る際には、「解決した課題に対し、どのような取組を行い、その結果どのような変化が期待されるのか」を整理します。
図表の説明：
事業の流れ、記録ソフトの例をロジックモデルの4要素で整理した図である。
左から順に、記録ソフト導入に必要な人員・PC・予算等の「インプット」、記録ソフトの選定や導入、操作研修の実施等の「活動」、記録のデジタル化率や操作研修の実施回数、参加者数という「アウトプット」、記録時間の短縮や情報共有の迅速化といった「アウトカム」が示されている。

スライド16
テキスト（原文）
生産性向上をどのように進めるか―How
■ステップ４　試してみる
考えた解決策を現場で実際に行う具体的な取組（アクティビティ）に落とし込み、小さく試していきます。
取組の計画をつくる
評価指標を決める
小さく取組を始める
図表の説明：
「ステップ4」の流れを3つのイラストで示した図である。
「取組の計画を作る」、「評価指標を決める」、「小さく取組を始める」が左から右に一列に並んでいる。
左から順に、計画を立てる図、評価指標を決める図、小さく始めることを足あとで示した図が並んでいる。

スライド17
テキスト（原文）
生産性向上をどのように進めるか―How
■ステップ５　振り返る
実行した取組を振り返り、必要に応じてやり方を見直しながら、
次の取組へつなげ、よりよい形へ発展させていきます。
ステップ⑤
評価する
取組を意味づける
次のサイクルに発展する
図表の説明：
「ステップ5」の流れを3つのイラストで示した図である。
「評価する」「取組を意味づける」「次のサイクルに発展する」が左から右に一列に並んでいる。
左から、チェック項目のあるノートのイラスト、電球と人のイラスト、循環を表す矢印と人のイラストである。

スライド18
テキスト（原文）
生産性向上をどのように進めるか―How
■学び続けるチームに
生産性向上の取組は、一度実施して終わるものではありません。
ステップを繰り返しながら改善を積み重ねていくことで、チームの学びが深まり、より良い支援へと発展していきます。
このサイクルを回し続けることで、ケアの充実に向けた取組が組織に根づき、持続的な成長につながります。
図表の説明：
ステップ1～5を繰り返しながら、次のサイクルへ発展し、チームが学び続けて成長していく様子を示した図である。

スライド19
テキスト（原文）
障害福祉現場における生産性向上は、
支援者一人ひとりの力を引き出し
チームで利用者に届け、新たな価値を生み出すこと
生産性向上の中心にあるのは
支援者の力と、チームの力です！
2

